
１．期　日 2022年5月14日(土)～15日(日)

２．会　場 東北大学大学院　環境科学研究科　本館(２～４階）

〒980-8572 仙台市青葉区荒巻字青葉468-1

３．日　程

時刻 発表番号 時刻 発表番号

10:00～12:00 研究発表（自然①） 111～114 10:00～12:00 研究発表（人文①） 121～124

12:10～13:00

13:00～14:00 13:00～14:00

14:00～16:30 研究発表（自然②） 211～215 14:00～16:30 研究発表（人文②） 221～225

16:40～17:30

10:00～12:00 研究発表（共通・人文①） 311～314 09:30～12:00 研究発表（人文③） 321～325

12:00～13:00 12:00～13:00

13:00～15:00 研究発表（共通・人文②） 411～414

４．懇親会 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今大会では懇親会を開催いたしません。

５．交　通 仙台市営地下鉄 東西線 青葉山駅　南1出口 徒歩約3分

（仙台駅から乗車9分，250円）

アクセス方法（環境科学研究科webページ）

　☞ http://www.kankyo.tohoku.ac.jp/access.html

６．宿　泊 仙台市内のホテル等をご利用ください。

７．昼　食 大学構内のコンビニ等が利用可能です。

８．その他 新型コロナウイルス感染防止に関する注意事項については別途お知らせします。

今回は、ハイブリッド開催のため、ブレイクタイムの設定はありません。

5月15日(日) 昼休み 昼休み

2022年度　東北地理学会　春季学術大会

プログラム

（オンライン同時開催）

第一会場 第二会場

5月14日(土)

評議員会

昼休み 昼休み

総会

http://www.kankyo.tohoku.ac.jp/access.html


※研究発表：発表時間15分＋質疑時間10分　
＊
：口頭発表者

① 5月14日(土)　午前

第一会場（自然分野）
発表番号 開始時刻 ポスター 発表方法 座長

111 10:00 オンライン

112 10:30

113 11:00

114 11:30

第二会場（人文分野）
発表番号 開始時刻 ポスター 発表方法 座長

121 10:00

122 10:30 オンライン

123 11:00

124 11:30

② 5月14日(土)　午後

第一会場（自然分野）
発表番号 開始時刻 ポスター 発表方法 座長

211 14:00

212 14:30

213 15:00

214 15:30 有

215 16:00 オンライン

第二会場（人文分野）
発表番号 開始時刻 ポスター 発表方法 座長

221 14:00

222 14:30 オンライン

223 15:00

224 15:30

225 16:00

岩動
(東北学院大)

柳津英敬（東北大・研）
仙台市中心部における商店街来街者の立体的把握に
ついて

藤崎浩幸(弘前大) 青森県弘前市の市街地開発事業と近年の人口変化

堀本
(法政大)

三谷悠真＊（愛知県土地改良事業団体連合会）・藤崎
浩幸（弘前大）

マタギ文化存続に関する研究

岩鼻通明（元山形大）
パブリック・アートによる再開発
－釜山市影島と大阪市北加賀屋の比較から

張紅（筑波大・院）
福島県南会津町前沢集落における歴史的街並み保全
の特徴

小岩
(弘前大)

古市剛久*（森林総研）・黒木貴一（関西大）・八反地
剛（筑波大）・村上亘（森林総研）

台風19号豪雨による宮城県丸森町五福谷川流域での
谷抜け崩壊イベント

佐川晃大（元東北大・院）
馬淵川中・下流域における河成段丘礫の風化に関する
研究

 発表者（所属） 題目

 発表者（所属） 題目

目代
(東北学院大)

楡井涼希＊（東北大･院）・大月義徳（東北大）
中央ケニアにおける土地被覆変化と土壌浸食の拡大
－1984-2021年の衛星画像による検討－

市川玲輝＊（東北大・院）・髙橋尚志・遠田晋次（東北
大）

栗駒火山北麓の大規模地すべり地にみられる二次す
べりの発生年代

吉野智之*（東北大・院）・大月義徳（東北大）
火山岩・火砕岩斜面の崩壊地における表層土回復過程
－宮城県高舘丘陵の事例－

遠藤
(東北学院大)

庄子元＊（岩手大）・甲斐智大（岐阜大）
人口急減地域におけるマルチワーカーを活用した労働
力の調整　－東北地方2町村の比較－

滕媛媛（東北大）
中国における失地農民の居住と社会的統合：江西省南
昌市を事例として

発表：14:00～16:30

 発表者（所属） 題目

関根
(東北大)

木戸口智明(東北大・院)
水田農業のおける農家の世代交代と担い手問題
－宮城県と秋田県の実態を踏まえて－

渡辺理絵(山形大)
山形県庄内地域における焼畑をめぐる主体と空間の再
編の試み

伊藤
(東北学院大)

小松原琢＊(産総研)・古澤明(古澤地質)・本郷美佐緒
(アルプス調査所)

クリプトテフラと花粉による奈良盆地東縁断層帯周辺の
段丘の対比と編年

髙橋未央＊（弘前学院大）・小岩直人（弘前大）・山本
直人（名古屋大）・樫田　誠（小松市埋文）

珪藻化石群集に基づいた加賀三湖の完新世における
環境変遷

大月
(東北大)

小岩直人＊（弘前大）・柿崎叶多（柿崎登記測量事務
所）

RTK-UAVによる仏ヶ浦の地形計測と侵食地形の空間
分布

小元久仁夫＊（元日本大）・北川浩之（名古屋大）・平
河内毅（港区立郷土歴史館）

北海道オホーツク海沿岸のΔRの決定とその意義

発表：10:00～12:00

 発表者（所属） 題目



③ 5月15日(日)　午前

第一会場（共通・人文分野）
発表番号 開始時刻 ポスター 発表方法 座長

311 10:00 オンライン

312 10:30

313 11:00

314 11:30 オンライン

第二会場（人文分野）
発表番号 開始時刻 ポスター 発表方法 座長

321 9:30

322 10:00 オンライン

323 10:30

324 11:00 オンライン

325 11:30

④ 5月15日(日)　午後

第一会場（共通・人文分野）
発表番号 開始時刻 ポスター 発表方法 座長

411 13:00

412 13:30

413 14:00

414 14:30 オンライン

池田
(防災研)

黄璐（筑波大・院）
震災復興過程における主体間関係の形成と役割
－2016年熊本地震を事例として－

山本耕三（熊本大）
熊本市城下町地区における町屋・西洋館の減少とその
土地利用変化（第2報）　－2016年熊本地震から5年－

小林京介＊（東北大・院）・岩動志乃夫（東北学院大）
世界遺産登録から10年が経過した平泉の拡張登録に
向けた取り組みと課題　－自治体の取り組みと地元土
産物販売店経営者意識に着目して－

発表：13:00～15:00

 発表者（所属） 題目

小田
(宮教大)

中村哲也＊（共栄大）・丸山敦史（千葉大）・増田聡（東
北大）

ALPS処理水海洋放流に伴う福島・宮城県沖水産物の
購入意向への影響
－１都４県における Web 調査からの接近－

初澤敏生(福島大)
東日本大震災後11年間の福島県原町地域の商工業復
興

磯田
(東北大)

櫛引素夫＊（青森大）・工藤裕介（弘前大）・竹内紀人
（青森中央学院大）

青森県における移住・定住促進策の現状と課題 （第2
報）　－2021年の市町村アンケートから

本多広樹（山形大）
時空間データを用いた充電インフラ普及の分析
－さいたま市を事例に－

山田
(山形大)

甲斐智大（岐阜大）
景観を伴わない地域におけるコンテンツツーリズムの成
立プロセス　－大分県日田市を事例に－

菊地達夫（北翔大）
スノーリゾートシティSAPPORO推進戦略の策定過程と
特色

村山
(山形大)

堀本雅章（法政大沖縄文化研究所） 阪神・淡路大震災における被害拡大要因について

黒木貴一(関西大)
神社奉納物による1995年兵庫県南部地震の災害記録
の読み方　－武庫川下流域の事例

 発表者（所属） 題目

 発表者（所属） 題目

浅川
(東北福祉大)

吉田剛（宮城教育大）
地理教育目標となる地理的概念　－2000年前後の我が
国の地理教育論争を乗り越えて－

三原昌巳（昭和女子大）
３Dプリンタを活用した立体模型の制作による地形認識
学習の試み

発表：09:30～12:00


